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○
議
案
第
50
号

　

筑
西
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
案
第
48
号

　

地
方
独
立
行
政
法
人
茨
城
県
西
部
医

　

療
機
構
第
２
期
中
期
計
画
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

５
名
、
医
師
技
術
職
５
名
、
事
務
職

　

６
名
の
合
計
21
名
。
令
和
11
年
度
は

　

医
師
７
名
、
看
護
師
８
名
、
医
療
技

　

術
職
８
名
、
事
務
職
９
名
の
合
計
32

　

名
。

問�

現
在
医
師
数
が
目
標
値
37
名
を
達
成

し
て
い
る
が
、
目
標
値
の
変
更
は
。

答
常
勤
医
師
37
名
中
、
研
修
医
や
専
攻

　

医
も
勤
務
。
年
度
途
中
に
交
代
や
派

　

遣
元
に
戻
る
こ
と
も
あ
る
。
産
休
や

　

育
休
等
に
よ
り
医
師
数
は
変
動
。
現

　

状
で
も
２
～
３
名
の
医
師
確
保
が
必

　

要
。

問�

健
診
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
数
は
。

答
令
和
７
年
度
は
医
師
５
名
、
看
護
師

問�

こ
の
会
議
の
目
的
は
。

答�

市
の
魅
力
と
は
何
か
、
市
民
か
ら
意

見
を
募
っ
て
共
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
市
民
自
ら
が
誇

り
を
持
っ
て
市
内
外
に
案
内
が
で
き

る
よ
う
郷
土
愛
の
醸
成
を
は
か
っ
て

い
く
。

問�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
と
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
の
役
割
分
担
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
。

答
発
足
当
初
は
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

○
議
案
第
56
号

　

令
和
５
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

◇
下
館
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
推
進

　

事
業

問�
運
営
事
業
者
は
市
に
な
る
の
か
。

答�
市
内
の
業
者
に
広
く
声
を
か
け
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

問�

今
後
、
毎
年
度
予
算
を
投
じ
る
の
か
。

答�

施
設
は
市
が
整
備
す
る
が
、
運
営
者

責
任
の
範
囲
外
で
の
破
損
等
を
除
け

ば
毎
年
度
の
経
費
と
し
て
は
想
定
し

て
い
な
い
。

問�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
参
加
条
件
と
し
て
、

団
体
で
の
参
加
は
視
野
に
入
れ
て
い

る
の
か
。

答�

今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
様
を
決

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
た
く

さ
ん
の
方
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

○
議
案
第
56
号

　

令
和
５
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

問
受
入
れ
対
象
者
と
人
数
は
。

答
下
館
小
学
校
区
の
１
年
生
か
ら
６
年

　

生
を
対
象
と
し
、
30
名
程
度
。

問
希
望
者
全
員
の
受
入
れ
は
可
能
か
。

答
令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
、
下
小
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
４
ク
ラ
ス
定
員
１
６
０

名
に
対
し
、
利
用
者
１
５
９
名
。
は

ぐ
ろ
っ
こ
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
１
ク
ラ

ス
定
員
28
名
に
対
し
、
利
用
者
35
名
。

保
護
者
の
就
労
状
況
に
よ
り
、
必
要

に
応
じ
て
受
け
皿
の
確
保
を
行
っ
て

い
く
。

常任委員会審査

　

�

を
し
て
い
き
た
い
が
、
最
終
的
に
は

自
走
化
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
座

学
だ
け
で
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
街
に
出
て
実
際
に
感
じ
て
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
議
案
５
案
（
地
方
独
立

行
政
法
人
議
案
１
案
、契
約
議
案
１
案
、

条
例
議
案
２
案
、補
正
予
算
議
案
１
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

◎
中
座　

敏
和　

〇
仁
平　

正
巳

　

新
井　
　

暁　
　

國
府
田
和
弘

　

日
髙　

久
江　
　

小
倉
ひ
と
美

　

大
嶋　
　

茂　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

６
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
議
案
５
案
（
条
例
議
案

４
案
、
補
正
予
算
議
案
１
案
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。。

総
務
企
画
委
員
会

◎
藤
澤　

和
成　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

保
坂　

直
樹

　

稲
川　

新
二　
　

小
島　

信
一

　

榎
戸
甲
子
夫　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
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常任委員会審査 ・議案質疑

○
議
案
第
56
号

　

令
和
５
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

６
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
議
案
３
案
（
市
道
路
線

議
案
２
案
、
補
正
予
算
議
案
１
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

●�

あ
く
ま
で
も
ゴ
ー
ル
あ
り
き
の
手
法

で
は
な
く
、
慎
重
に
議
論
、
計
画
を

し
て
、
皆
様
が
満
足
で
き
る
道
の
駅

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●�

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
は
行
政
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
世
代
、
若
者
世
代

を
加
え
、
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
な

整
備
委
員
会
を
構
成
い
た
だ
き
た
い
。

◇
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業

問�

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
に
関
す
る
予
報
は
。

答
県
西
県
南
地
区
に
お
け
る
、
小
麦
の

　

圃
場
で
の
捕
殺
に
よ
る
調
査
で
は
過

　

去
８
年
間
で
最
多
と
な
る
予
報
で
あ

　

る
。

問�

既
存
の
道
の
駅
と
ど
の
よ
う
に
一
体

性
を
持
っ
て
整
備
す
る
の
か
。

答�

地
権
者
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
と
な

る
の
で
、
地
権
者
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
、
整
備
す
る
範
囲
を
確
定
し
、

既
存
の
道
の
駅
と
ど
こ
で
一
体
性
を

持
た
せ
ら
れ
る
か
、
ど
う
い
っ
た
形

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
を
基
本
計
画

の
中
で
策
定
し
て
い
く
。

【
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
】

問�

基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
に
係
る
人

件
費
単
価
は
日
割
り
計
算
で
ど
の
程

度
高
騰
し
て
い
る
の
か
。

答�

平
成
27
年
と
令
和
５
年
の
単
価
比
較

　

第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

　

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の

　

は
次
の
と
お
り
で
す
。　

○
議
案
第
56
号

　
令
和
５
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
２
号
）

問
こ
の
事
業
で
使
用
す
る
土
地
面
積
は
。

答
整
備
計
画
場
所
は
、
筑
西
市
立
中
央

　

図
書
館
と
五
行
川
の
間
に
あ
る
広
場

　

と
、
図
書
館
北
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

　

で
あ
り
、
使
用
面
積
は
合
計
３
０
０

　

㎡
を
想
定
し
て
い
る
。
幅
広
い
年
齢

　

層
の
市
民
が
集
え
る
憩
い
の
空
間
を

　

創
出
し
、
下
館
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

　

づ
く
り
と
、
市
民
の
郷
土
愛
醸
成
や
、

　

定
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。
デ
ジ

　

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を

　

活
用
し
、
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
シ
ョ
ッ

　

プ
の
展
開
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
誘
致

　

し
、
カ
フ
ェ
機
能
を
有
す
る
に
ぎ
わ

　

い
の
場
を
整
備
す
る
。

問
下
館
駅
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行
う
目

　

的
は
何
か
。

問
支
援
を
受
け
る
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
概
要

　

は
。

答
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域
住
民
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
昭
和
48
年
に

設
立
。
平
成
24
年
に
公
益
財
団
法
人

に
認
定
さ
れ
、
平
成
26
年
に
は
青
少

年
健
全
育
成
５
か
年
計
画
を
策
定
し
、

子
供
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、

誰
も
が
集
え
る
場
の
創
出
と
、
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成

30
年
か
ら
は
、
子
ど
も
第
三
の
居
場

所
事
業
に
着
手
し
、
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
で
、
人
や
社

会
と
関
わ
る
力
、
生
活
習
慣
、
学
習

習
慣
な
ど
、
自
立
に
向
け
て
生
き
抜

く
力
を
育
む
第
３
の
居
場
所
を
、
全

国
38
か
所
で
開
設
し
て
い
る
。

◇
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業

答
中
心
市
街
地
に
は
公
共
施
設
が
集
積

　

し
て
お
り
、
各
施
設
の
魅
力
を
更
に

　

創
出
す
る
こ
と
で
、
下
館
駅
を
含
む

　

各
施
設
間
を
回
遊
す
る
人
流
を
つ
く

　

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
こ

　

へ
店
舗
経
営
者
等
の
方
々
の
販
売
意

　

欲
や
創
意
工
夫
が
加
わ
り
、
更
な
る

　

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
へ
発
展

　

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

議 

案 

質 

疑

◇
農
林
航
空
防
除
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
主
任
技
師
が
日
額
４
９
，

５
０
０
円
だ
っ
た
も
の
が
、
６
２
，

２
０
０
円
で
約
１
・
26
倍
高
騰
し
て

い
る
。　

◇
下
館
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
推
進

　

事
業

◎
三
澤　

隆
一　

〇
森　
　

正
雄

　

塚
田　

砂
与　
　

吉
富　

泰
宣

　

田
中　

隆
徳　
　

増
渕　

愼
治

　

堀
江　

健
一　
　

秋
山　

恵
一

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長


